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一
般
会
計
・
特
別
会
計

  

平
成
十
四
年
度
は
、
「
市
民
の
立
場
に
立
つ
、
市
民
生
活

を
大
切
に
、
ま
ち
に
活
力
と
魅
力
を
」
の
理
念
の
も
と
、
二

十
一
世
紀
の
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
活
力
と
魅
力
の
あ

る
市
民
生
活
と
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
各
種
の
施
策
を

展
開
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
十
四
年
度
決
算
額
を
中
心
と
し
た
鳥
取
市

の
財
政
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
四
年
度
「
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」
と
「
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
」
を
作
成
し
ま

し
た
の
で
合
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
14
年
度

決
算
報
告

平成１4年度一般会計歳入（表 2）

財政

状況

　

平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
の
決

算
額
は
、
歳
入
が
六
百
三
十
三
億

四
千
九
百
十
二
万
円
（
前
年
度
比

〇
・
二
％
の
減
）、
歳
出
は
六
百

二
十
八
億
千
百
十
二
万
円（
同
〇
・

一
％
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
三
の
特
別
会
計
の
決

算
総
額
は
、
歳
入
が
四
百
十
二
億

七
千
七
百
三
十
八
万
円
（
同
二
・

六
％
の
減
）、
歳
出
は
四
百
三
億

二
千
三
百
三
十
八
万
円
（
同
二
・

〇
％
の
減
）
で
し
た
。
墓
苑
事
業

費
の
減
少
が
著
し
い
の
は
、
第
二

い
な
ば
墓
苑
の
用
地
取
得
が
減
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
出
は
、
高
齢
者

福
祉
や
児
童
福
祉
な
ど
に
か
か
わ

る
民
生
費
の
割
合
が
全
体
の
二
十

一
・
五
％
と
最
も
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
続
い
て
道
路
や
公
園
、
住

宅
整
備
な
ど
に
か
か
わ
る
土
木
費

が
十
七
・
二
％
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
債
な
ど
借
入
金
の

返
済
に
使
っ
て
い
る
公
債
費
は
十

二
・
三
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
の
決

算
額
は
表
１
、
ま
た
一
般
会
計
に

つ
い
て
、
歳
入
の
内
訳
は
表
２
、

歳
出
の
内
訳
は
表
３
の
と
お
り
で

す
。

 　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
市
債

残
高
は
、
千
三
百
七
十
七
億
五
千

四
百
七
万
円
で
す
。（
表
４
）

　

こ
れ
は
、
平
成
十
四
年
度
市
税

収
入
の
約
六
・
七
倍
に
な
り
ま
す
。

市
債
（
借
入
金
）
残
高

平成１４年度一般会計歳出（表3）


